                                               

[bookmark: _GoBack]西暦　　　　年　　　　月　　　　日
公益財団法人 髙梨学術奨励基金
理事長　髙梨　誠三郎　殿
公益財団法人 髙梨学術奨励基金
2025（令和７）年度　刊行助成 申請書
（2024（令和６）年１０月３１日必着）
※パソコンで入力の際は、全て単色黒、全角(英字及び数字は半角) 10．5ポイント以上使用。
なお、記入枠不足の場合は、拡張及びそれによるページ増は可とします。
刊２
刊２

1．刊行書名 （必ず日本文・英文両方を記入してください。）
	日本文：


	英　文：


	刊行分野 ： 該当する番号、分野を下記から選んで右に
記入してください（5の分野については
推薦テーマ名）
	番号
	
	分野
	

	1．考古学　　　2．文献史学　　　3．美術史　　　4．文明興亡史　　　5．西暦○年度の推薦テーマ「○○○○○」



2．刊行の対象調査研究テーマ （必ず日本文・英文両方を記入してください。又、申請者自身が行った調査研究に限ります。）
	日本文：


	英　文： 

	下記の該当する（　　）を選択して“レ”を記してください。又、後者を選択した場合は“イ～ニ”について記してください。

	（　　）貴財団和暦○年度助成
	（　　）貴財団以外の調達資金で完了した調査研究
イ．助成団体名：
ロ．調査研究期間：
ハ．調査研究成果発表年月（和暦）：
ニ．調査研究成果発表方法：



3．申請者　　「私は、貴財団の公募要項記載事項に同意して申請します。」
	氏名
	姓
	名
	印
	生年月日

	ふりがな
	
	
	
	(西暦)    年  月  日
　　　満　  歳（2025(令和７)年４月１日現在）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	漢字
	
	
	
	

	連絡先

○郵便物の
受取もできる所です。
○変更があった場合は必ず連絡願います。
	（〒　　　-　　　　）

	
	

	
	電話番号　（　　　　-　　　　　-　　　　　　）
携帯電話番号　（　　　　-　　　　　-　　　　　　）
メールアドレス

	所属（大学・研究機関 等）名 及び 職名

	
	
	


所属先電話番号（　　　　-    　–     ）


4．助成申請金額
	当財団に助成申請する金額　①
	万円

	この刊行に対する他の機関・団体からの助成等　②
	金　額
	機関・団体名

	
	万円
	

	
	万円
	

	
	万円
	

	自己負担金額　③
	万円
	

	合　計　④（①＋②＋③）
（当４．の合計は、下記５．の費用の調達を意味し、そのため下記５．の合計と同額。）
	万円
	



5．刊行に必要な費用内訳　
印刷費、製本費等の費用の裏付けとなる出版社等からの詳細見積書（有る場合は刊行契約書も）を添付してください。
	費用項目
	内　容
	金　額（円）

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	合　計
（上記「４．助成申請金額」の
合計と同額）
	
	
	
	



6．刊行の目的・意義
	

	

	

	

	



7．刊行計画
	書名
	

	刊行予定年月
	

	部数・形式・判型
	

	構成
	ページ数（　　　　　　　　）　図版数（　　　　　　　　）　写真数（　　　　　　　　）

	予定価格
	

	配布方法（出版社以外の場合）
	

	出版社名・住所等
	社名：

	
	担当部署：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当者：

	
	住所：〒　　　　-

	
	電話番号：　　　　　　　　-　　　　　　　-
メールアドレス：

	付記事項
	


（注）論文を収録する場合には、初出公表の収録誌の年月日及び出版社名を記し添付してください。

8．刊行予定の原稿の概要
	

	

	

	

	

	

	

	

	

	



9．これまでの刊行実績がある場合は、刊行書名、刊行年月日、出版社名、発行部数などについて記入してください。
	

	

	

	

	

	

	




１0．申請者の略歴（最終学歴及び職歴についてご記入ください。）及び、当財団での過去の採択履歴（採択年度と対象の分野）
	




１1．申請者の調査研究履歴（主なテーマ、内容、成果の概要、研究機関及び研究資金調達状況）Ｐ．8
Ｐ．9

	





12．共著者
	氏　名
	
	所属大学・研究機関及び職名、及び申請者との関係
	



13．推薦書の提出（必須）：所属大学・研究機関の長及び、それに類する者より直接提出してください（所定の用紙使用）。

【注記】
１．ホチキス留め、製本等はしないでください。
２．論文などの著作物や膨大な資料は審査の対象となりませんので、添付しないでください

以上通し　P.27
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